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Ⅰ は じ め に

桑 栽培 を ささえ る土 台 と して の土壌 につ いて、 土壌 学 とい う角度 か ら研 究 が 発 展 す るよ うに な った の

ほ、 比較 的 斬 らしい こ とで あ る u 戦前 に そ ゃ よ うな研 究が 無 か った と い うこ とで な く、桑 園土壌 につ い

て の研 究 業 績 の主 体が 、 質 ・量 ともに、戦 後 の もの に よ って いる とい う意 味 にお いて で あ る。

桑 園土 壌 の研 究 の中で牲 にお くれて い る もの の一 つ が、 土壌 の物 理 性 に関 す る分野 で あ る。勿論 、 他

の作物 分 野 にお け る と同 様、 桑栽 培 につ い て も、 土壌 改良 の必 要 は早 くか ら着 目されて いた 。 そ して、

土 壌 改 良 とい う考 え方 の 中に、 物 理性 とい う角 度 か ら見た 改良 とい うこ とも、 その 一郭 と して含 まれ て

いた に ち が いな い 0 しか し、 実際 に酎 は こ とは、 土壌 の管 理 手 段 と桑 の収 量 とい うこ とが直 線 的 紅結

びつ いて評価 され る場合が多かつた。特に収量以前の段階 において、土壌の物理性 という尺度 を用 いて

多面的 吃解 析 し、 評 価 し よ うとす ろ手 続 は手 薄で あった u ∽ ようなことから、桑栽培 と土塊 の物 理 性 と い う

立場 に立 って 問 題 を拾 うとい うこ とにな る と、 すべ て その緒 に着 いた ば か りて ′行 く処 問 題 な らざ る

は な し一 とい うのが 実 情 と思 う。

すで に 明 らか に された 桑根 生 理 や、 桑 園 土壌 の物 理 性 に関 す る研 究 の 中か 払 出来 るだ け多 くの もの

を紹 介 し、 また、 今 後 に残 され て いる問 題 点 をあ げて 衛参 考 に供 した い 。

Ⅱ 桑 の 根 と土壌

1 ） 土憩 室 気 ： 土壌 空 気 と桑 の生 育 につ いて Fも その根 系 につ いて 数 多 くの研 究業 績 を残 された

高木氏 研 究 1） をまず あげるこ とができる 0 氏によ ると、 ポ ット栽培 した桑について、 静極枇

通 気 を お こな えば収 蔑 を増 し、 逆 に土壌 表 面 を特 殊 ノウ フィンで 封 じ、 通 気 を断 つ と、 収 量 を著 し く減 じ

た と い う こ とで あ る 。

大島氏 2） は吏咄 墳空知 ついての研究を発展させた0 すなわち 郎 桑実生をポット如 し

た もの 吼 0 三 浪 度 それ ぞ れ 1、 2 、 5 、 5、 1 0、 2 0 亀の 空気 を土壌 中 に送 る試 験 を 実施 した 。そ

の結果、地 下部の生 乳 特 に新根 の発 生 と生長粒必要な土壌空気 中の0 2 濃度の最低限度 は2 ％で あ り、

さ らに地 上部 が 正常 な発 育 を とげ るた め に 吼 少 くと も 5 ％ 以上 の0 2 濃度 を必 要 とす る こ とを 見 出 し

た0 また、別に桑の売場 蛸 し、必要な条件を検討 した結果、瑚 空気中の C O 2 濃度が 5 0 紬 竣え

ると、 他 の 条件 が 整 って い た として も発根 し な いこ とを明 らか に した 。

土婆 空気 の問題 に ｝も 地 下 水 との関係 も考 慮 に入 れ な けれ ば な らな い 0 藤 井民 ら 5） は、 ポ ッ ト

栽培 の桑 紅つ いて、根 系 と地 下 水 の関 係 を試 験 したが、 水 を毎 日更新 した 区 にお いて も、 水 中に ま で根

を張 る こ とはな か った と報 告 した 。

また、 高木民 増 書 中 の中で地下水位 の高低 と梱 把つ いて、興舶 る成績 を示 してい る（第

1 表） 。



第1 表 地 下水位 と仮の分布

これ らの研 究 の 結果 で は、 桑 とい う作 物が 掟 根性 であ る とい う点 も考 え 合わ せて 、 土壌 の透 水・ 通 気

が良 好 で、 下 層 土 まで 好 気 的 で あ る こ とが生 育 を良 くす る粒 必要 な条件 と考 え られ る0

2 ） 土壌 水分 ： 最 近 、 桑 の 水 分生 理 の研 究 が各方 面 で 進 め られ て い る0 そ の中で根 に関 す るもの

として、 河 野民 らの研 究 5） が あ る。民 らFも 根 組織 片 を浸透 圧 の異 る工寸a H 2 P q 溶液 に一 定 時間浸

積し、 その 重量 の増 減 と溶液 の浸透 価 か ら根 の牧 水圧 を推 定 し9 ～ 1 2 気圧 と して い る。 これ は P F 換

算4．0 － 4 ．1 に相 当 し、 他 の植 物 にお け る永久 萎凧 点P F 4・2 に・く らべて や や 小 さ いじ

またヾ 大 山民 ら 占） 札 圃 場 容水量 2 2 ～ 2 5 ％・ 築腐 点 水 分 9 ％の砂窃 土 を用 いて、 ガ ラス ・ ポ ッ

ト棚 亘え た桑 苗 の生長 と土袋 水 分 との関係 を願察 した 0 その 姑 鼠 有 効水 分の 5 0 ％カi失 なわ れ ル ビ根

の生長 が急 にお とろ え、 さ らに、 そ の 5 0 ％以 上が 失 な われ ると、 地 上 部 と根 の 生長 は殆 ん ど停 止 す る

と報 告 し て い る 。

これ らの研 究 か ら、 桑 の恨 が 吸収 で き る水 の限 度 は、 お よそ P F 4・1 で あ る。 しか し、 実際 に桑 が生

育するために土韻申か ら吸収利用でき る水 吼 理論上 の有効 水分〔圃場容水量〔 P F 2・7 〕－萎珊点水

分 （P F 5 ．9 ）〕 そ の もの で はな く、 その約 半 分 と考 え るべ き であ る こ とが明 らか に され た わけ で あ る0

これ は、 有 効水 分 につ いて の最 近 の概念 と一 致 して い るロ

古） 土性 。土壌 構 造 ： 土性 と桑 の生 産性 との 関連 につ いて は、 早 くか ら注 目 されて いた 0

高木氏の著書 4） の中 に川瀬民 らの成緻が 引用 されて いるが、壌 土＞砂土＞礫 土の順 に収量が劣 る

と い う こ と で あ る 。

また、 森 下 氏 7） は深 さ 1 2 D －邪の無慮 ポ ッ トを用 h 下層 土 の礫 含 量 と桑 収 量 の 関係 につ いて

試 験 をお こなつ た 。 この場 合、 深 さ 4 0 c椚まで壌 土、 4 0 cm 以 下 は礫 含量 を異 にす る壌 土 を用 いて い る

が、 下 層土 の砕 含 量 が増 す と収塵 が低 くな る と報 告 した 。

藤井 民 ら 5） は ポ ッ トを用 い、 壌 土 と粘 土 の連 続 した 人 工的土 壌 断 面 をつ く り、 桑 栽 培 を お こなつ

たが、 壌 土 の下 に粘 土 が あ る場 合 、 粘土 中の 板の発 育が 非常 に劣 る こ とを観 察 した 0

森氏 も、楓 団土壌 につ いて の論 文 8） の中で、山形県 下の桑園土壌 2 点 を倒 に引いて、 土壌三相中

の周相 の 割合 が大 き くな る と、 根 系 の発 達 が 劣 る こ とを示 した 。 さ ら吼 根系 の発達 と通 気性 との関連

か ら、通 気 性 を決定 す るの は孔 慣 量 よ りも、 む しろ孔 憐 の状 態 であ るが、 これ らにつ い て ほ、 あ ま り研

究が進 んで いな い点 を指 摘 した 。

また、 小山民 ら 9） は多 収 穣桑 園 と低 収 穫桑 園各 2 例 の調査 を お こな い、 それ らの理 化 学 性 を比較

した結果、多収穫桑園 は 耕 土 深 く、孔槻 に富 み、 耐水性団粒が多 く、 根系の分布が大 であ った と報告

し た ロ

以上の諸研 究か ら 埴 質の土掛 ま根系の分布 をさまた げるので、 耕土 層の下虹埴土 層があ るよ うな囲
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場 は生 産 性 が劣 るもの と予 想 され る。 また 反 対 吼 砂 礫 質 拓 過ぎ て も収 量 ほあが らな い と考 え られ る。

これ らの点 につ いて、 土壌 の物理 性 の面 か らさ らに解 析 を進 め る とすれ ば、 森 民 の指摘 の ご とく、 透 水、

通 気 性 お よび保 水 力 を親 定 す る孔 愕 の 質 と量 につ いての 吟味 が 、 一 つ の 重要 な ポ イ ン トで あろ う と思わ

れ る 。

皿 今 後 の 問 題 点

1 ） 立 ちお くれ の問 題点 ：

り 港漑 ： 早 ばつのひ どい年に港漑 をお こなつて桑の増収 を見た という試 験例 は、 すでにい く

つ か 出 され て い る。 しか し、 土壌 物理 の面 か らの考 察 はな され て いな い 。

この こ と蔽っ いて、 土壌 物理 の面 か ら考 察 を進 め る とす れば、 土佐 や母 材 の差 に よ る要 水量 の査 定、

液 漑 に よ る土壌 構 造 の劣化 の有 無、 また、 若 し構 造 の劣 化 が 起 る とす れ ば、 その 程度 と防 止法 な どの

問 題 を 今後 取 上 げな けれ ば な らな い と思 わ れ る。

ii〕 土壌便 蝕の防止 ： 蜂鳥氏 川） は土壌授蝕 防止 につ いて、 畦 の方 向 と収量 との関係 叡

種 々 の 面か ら検 討 して い る。

ま た、 石 田 民 1 1） は桑 園 と普 通畑 との土 壌侵 蝕 の差 、 お よび便 蝕 防 止法 を換 討 して い る 。 しか

し、 これ らの報告 で 扱 われ て い るこ とほ、 背理 方 法 と土壌 の 流亡 お ょび 収量 との関 係 虹つ いて で あ り、

土讃 の物理 面での考察を欠 いて いる。た とえば、石田氏 は刷 巴の施用が侵蝕防止 に有効 であり、敷 革

は さ らに新 著 な効 果 を示 した として い るが 、 いか な る戯作 で侵 蝕 が 防 が れ るに至 った か とい う過 程 に

つし、て、土壌物理 の面か ら成繚を示 す必要が あ った と思 う。敷革 紅よる雨清の衝撃緩和、 透水性の 改

良、 孔隙の質・量における変化 あるいは水中におけ る土壌粒 子の分 散性 の問題な どが侵 蝕防止効 果 を

裏 付 け る成 績 として検 討 され るべ きで あろ う。 しか し、 これ らは いず れ も今 後 の 課題 として残 され て

い る 0 昨今 のす う勢 として、 桑 園が 平地 か ら山地 へ追 い上 げ られ つ つあ るので、 この意 味か ら も、 研

究 の 重 要性 は増 して い る。

宕） 土壌 の管理と改良 ： 桑園土填 の管理・ 改良 を目的 として、敷革・草 生で畦間土壌表面を被覆

す るとい う試 み は全 国的 に検 討 されて きた 。 この場 合、 単 把土壌 を 改良 す る とい うに とどま らず、 被覆

物に よ り雑 草 の発 生 を抑 え、 か つ 排転 の手 間 を省 くと い う、 管 理 面 での 利 得 が大 きな魅 力 となつ て い る。

これ らの方 法 を収 量 との関連 で評 価 した成 績 は多 く出 され て い るが、 土壌 改良の効 果 に まで立 ち入 って

検討 した報告 は比較的少 ない。

伊藤 民 ら 1 2） は、 教わ ら・馴 巴作 用・ 草生が土壌 の理化 学性 にお よぼす効果 を検討 したが、 教 わ

ら区 で iま大孔 慣 を増 し、 中程 度 （ 0．5 0 ～ 0．2 5 溺死） の団粒 が 多 か った こ とを認 め、 また 草 生 区 をまこれ

に次 ぐ効 果 が あ った と して い る。

小山 民 ら 1 5） は草 生法 が 土壌 団 粒 の 生成 に効 果 が あ る こ とお よ び軟性 土壌 で は、 団 粒 の発 達 が お

そい こ とを報 告 した 。

十 方、 矢木民 ら 1 4） 吼 草生法が櫓壌土の透水性 を改良 した と報告 した 。

収 量 につ いての評 価 を含 め て、 これ らの土 皆 野理 の報 告 に関 して を丸 教 わ ら・ 教 卓 法 が草 生 法 に ま さ

る効 果 を 持 って い るよ うに考 え られ る0 しか し、 敦わ ら・奴単 にお いて Fち そ の資 材 の確 保 ・搬 入 に難

点が あ る9 こ うした 点を考 慮 に入 れた 場 合、 これ らの優 劣 を論 ず るに 粗 末 検討 の分 野 が多 く残 され て

－R－



いるように思 う。撼 物理 面に限 っただけで も、 保水九 透水性、孔 環の質 と量、水 中にお ける地 粒

子の分散性乳 管理効果や盛 性 に関与す る諸条件 に どの様な影響 をおよほすか比較検 討 し、 判断の材

料とな る成 繚 をつ み 上 げ な けれ ば な らな い と思 う0

また、最近 の動 向 として、桑園へ の機 械購 入が 見 られ るよ うにな ってきた 0 桑園 にお いて 吼 畦間・

抹間が 永年 固定 した ま ま管理 され るた め、哩 間 が 榛械 の 重圧 を受 け るこ とに な るロした が って、 そ の こ

とによる瑠 構造 の変化 と復元性 の謂盈 あ るい蛸 造破壊 の防止 対策 につ いても、今後研究 されねば

ならぬ 問題 で あ る 。

さ） 勅 の評価 ： 桑園士班 の生産性評価の指標 として、従来研 究されて きた方法 の主体 吼 化学

分析 に よ るもので あ って、 物理 的 測 定 に よ る方 法 は手 薄 で あ った ロ

この よ うな点 を考慮 し て、今 後 、 地 力 を評 価 す る指 凛 の 中 に土壌 の物理 性 に 関す る ものを穣 極的 に加

えてゆ く努力が必要 と思 う○

手 近 か な例 を 引 くな らば、 化 学 分 析債 は乾土 1 0 0 炉当 りの 数字 で 表示 され て い るが、 この 方法 で は

物理性 を蝕 す ることはで きない 。この場合、 基準 を原土 1 D O仇¢にお くな ら凪 鯛 のつま り工 合や

礫含量 礎 異などの物理的特性を含めた、圃場の実酢 恥 た化学成分含量の評価が可能となるで払 う0

この点 につ いて検 討 を す ゝめ るた 軌 囲 場誤 差 の問 題 を調べ たが、 結果 は第 2 表 の とお りで あつ た 0

これ を故 山灰土那 例 について、 供開 場 （桑 園の 4 隅 と中央の 5地 点）か ら、 畦間中央の表土（深 さ

5 ～ 1 0 cm）を採取 し 原土 1 0 D畑 中の紳士量を調査 した結果であ る0

この誤差 は土壌 の堆積 雌 や、礫 の不規則な混入 によつて引起 された もの と思われ る。著者 としては、

こ吼 やや大 きすぎ る囲場誤差 を ど う取扱 うべ きか・ 結論 輪 後 の研 究にまちた いと思 うu

次吼 同一一土壌咄 学分析値 軋 原土 1 0 0舶基準で示 した場合 と、乾土 1 0 0 捌 の数字で示し

た場合 の雌 例 を第 5 表 として御参考 に供 す る。 この表 では長 野県 内の土砂 ら、 地質・母材 を異 にす

るも の 5 例 を選 ん で比 較 をお こな った 0

表 中、 H ＋ 十 C a 十 十 十M g 十 十m・e・の項 は・ これ ら土拐 の塩 基 置換 容量 の測 定 をお こ な って い な い

ので、 その近似値 として提 出した もので あ る。火 山如 韻 をⅩC l で削 した組 H・十の置換 欄 題

が郎 と購 え るが、 大 略 の 見当 をつ け る に は差支 え な い と思 う。な お、 H 十の算 出は 5 y l としてお

こなつ た 。
この結果か ら、非火山灰土日 につ いては、 容積基準・重畳基準に よる数字 の差が あ別 表れないが、

火山灰士朗 2 つの表示 法による数字 礎 が、国境誤差 をはるか 咽 え る程大 きい 。この ことか ら、 な

軋 容顔 基 準 に よる表 示 法 につ い て検 討 を 重ね る価 値 があ る よ うに思 わ れ るロ

ー－一9 －

第 2 表 同 一 圃 場 に お け る原 土 1 0 0仇時 の 紳 士 量

叩 7■l－・▲・W －ヾて√叩一一口オー・■T …一川一一†－t－…・－－－ヾw一叩－・一・▼「←一冊■′∬■1－▼■‾叫

地　　 名 地 質 ・母 材

原 土 1 0 D 舶 ・中　 細 土 量　 （夢 ）

・f′　 1 瓜　 2 ノ佑　 5 必　 4 ノ佑　 5 平　 均

北 佐 久 郡

軽 井 沢 町
火　 山　 灰

－8．

5 5 ．占
4 2 ．8 5 5 ．0 5 2 ．1 5 8 ．7 5 2 ．0

同 ■　 火　 山　 灰 7 2 ．4 8 4 ．5 7 2 ．占 S 占．8 8 ヱ 8 8 〔）．8

御 代 田 町



第5 表 土墳 中成分の重畳基準 と容量基準 による比較

原土 1 0 0耽β当 り

〔 ） 内 は乾 土 1 0 0 ダ当 り

荘透水性の測達は大 起理化奥の装置 を用 いた 。

但し、 Q ：流量 G戎〕 ，1 ：試験 の厚 さ（ cm）

計算 は K ＝品 1 A ：試料の断面積 以 ） ，缶 ‥水位差 卸 ）

t ：時間（ s e c ）

によ った 。

地 力 の 評価 虹関 して、 さ ら紅著 者 が 興 味 を持 って い る一つ の問題 は、 透 水性 と糞 分流 亡 との 関係 につ

いてで あ▲る0 常 識 的 に それ らは互 曙 盾 す る と考 え られ るq その 例 として、 第 5 衰 の最後 の項 に透 水 性

の測 定 結 果 を 凱 デてお いた 。 この項 とH 十 ＋ C a 十 十＋M g 十 十m ．e．の項 とか ら、 火 山灰 土怒 は透 水 性

は良好 で あ るが、 塩 基置換 容 量 が 非 常 に小 さい と考 え られ る。

桑 園土壌 の大半が火山灰土壌 佃 構 層土酢 よって占め られて いる実態か ら 桑栽培に対 して物理的

には好 適 で あ るが、 養 分 の保 持 力 は弱 い とい う士掛 柏 く分布 す るもの と想 定 され る。そ こで透 水性 と

養分保 韓力 との矛盾 を埋め合わせ るため の管理手段につ いて、 土壌 の水分特性 や孔 牒 の解析な ど、物理

的尺 度 で 実証 して ゆ くこと は興 味 もあ り、 また、 重要 な仕 事 と思 う。

4 ） 紋羽病 と土壌滞墳 ： 紋羽病 は、土韻 中に生棲す る白また は紫 放射病菌 に よって、作物の根が

叫 1 〔〕・叫

Q l
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母 材
層 位 y l

N － K C l 可 溶
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侵され 枯 死 す るに至 る病気 で あ る。桑 の場合、 白・ 紫 紋羽 前 佗榊百方 発 生 す るが 、これらの病 気 につ いて、

桑 の分 野 にお け る見 境調 査 の仕 事 に先 噸 をつ け、 そ の基礎 をつ く った の は、 糊部 光 波氏 1 5） で あ る。

卦 ま環境 調査 の中 で、 土班 の物理 性 紅絹 す る項 目 として、 土洪 の三 相 分布 ￥増び定 して い る0 その結 果、

沖積地 描では比較的水分 の多 い土故 に白紋羽病が発生 し、 また、火山灰土塊 では、 いわゆ る軽怒土 で、

土日 水 分 の欠乏 が予 想 さ れ る桑 園 に紫 紋 羽病 が 多 か った と報 じで い る 0

この病気 の研 究 につ いて は、 その後農林 水 産技術 会 講 の主 宰 す る協 同研 究 のテ ーマ として 取上 げ られ

るに至 り、著 者 も土讃 の面 か らこの研 究 紅協力 して い る。 この間題 は また、 土嬰 微 生物 と土 染 環 境 とい

う新 らしい分 野 に連 な るもの として 興 味深 い。

著者が紫紋羽発生桑薗につ いて、 その物理性 を測定 した結果 は、欝 4 表 a ，－b に・示すご とくで あ った。

第4 表 a 紫紋羽病発生地 の層位別透水性

（ ） 内 は層位 の深 さ（ 珊 ）

単位 ×川 －3 珊／S e C ・

磁白・紫紋羽病混合発 生

第 4 表 b 紫紋羽病発生地 の層位別粗孔 伴（ P F  O － 1 ・ 5 ）

（ ） 内 は層位 の 深 さ（ 珊 ）

単位 V o l ％

ー11 －

地　　 名
地　 質

母　 材
病勢

透　　　　　　 水　　　　　　 性

Ⅰ　　　 層 ∬　　　　 層 Ⅱ　　　　　　 層 Ⅳ　　　　　 層

東筑摩郡
本 郷 村

南安愚郡
堀 金 村

第 三 紀 層

沖 積 層

激甚

類
凍慢

見1 （0～ 8）

55〉（0～1占）

1ス2 （～5 8〕

5．占（～5 9〕

58 （5 8～ 〕

5．5 （5 9～ ）

5．1 （ 9 1～　 ）

小 県 郡
青 木 村

賃晋 漂 i 混 嶺
緩慢

1乞4 〔D～1 7〕 1占．占〔～5 5〕 1 1．5 （5 5～　 ）

北佐久郡
御代田町

火　 山　 灰 緩慢 8夕 （ひ－2 占） 1 4 7 （～d O〕 10．2 （　 ～　 9 ′l）

北佐久郡
軽井沢町

火　 山　 灰 激甚 2 5．2 （0一－2 8〕 1 5．5 （－8 0） 5．8 （　 ～ 10 ロ） 1ヱ5 （1 0 D～　 〕

地　　 名
粗　　　　　　　　 孔　　　　　　　　 隙

Ⅰ　　　　　 層 丑　　　　　　 層 韮　　　　　　　　 層 Ⅳ　　　　　　　 層

東筑摩郡
本 郷 村

5 1．7 （0 －　 8 ） 5 1．8 （ － 5 8 ） 5 0．占 〔5 8 ・－　　　 ）

2 8．1 （　 9 1 ～ ）

南安登郡 －
掘 金 村

1 乞 0 （0 ・－ 1 占） 2 2．4 （ ～ 5 8 〕 2 5．7 （5 9 －　　 ）

小 県 郡
青 木 村

5 5．4 （0 － 1 7 〕 2 2 ．8 （ ～ 5 5 ） 5 0．0 （5 5 －　　 ）

北佐久郡
御代 田町

5 5．4 （0 ～ 2 占） 5 0．占 （ － 占 0 〕 2 5．2 （　 ～　 9 1 ）

同
軽井沢町

5 色 1 （□～ 2 8 〕 5 5．8 〔 ～ 8 D 〕 2 8．7 〔　 ～ 1 D O 〕 5 5．9 （1 0 0 － 〕



今 の ところ、 紫 紋 召召病 と土 設 の物理 性 との関係 で 払 下 暦土 まで透 水 怖 が良 好 で あ る とい うこ とが 、

紫紋 羽 病発 生 地 に共通 した 特徴 として あ げ られ るにす ぎ な い。 しか も、 この こと は病 勢 の郎 弓と は無 常

係ら し く思 わ れ る 。

白紋 羽病 につ いて は、 士歩 の物 理性 と履病 形態 との関係 1 占）・ につ いて、若 干 の成 績 が 得 られ て い

る。 そ の中か ら最 も代 表 的 な成 績 2 例 を要約 して、 第 5 表 a ，b ，C に軌 デる。

なお透水性の成鮪で吼 帯 5 ，4 ，5 表中の軽井沢、佐久の ものが重複 してい るが、 考察の便宜上、

その よ うに取 扱 った こ とを衛 諒 承 いただ きた い 。

第 5 表 a 土現 の探 さ と根の 白紋 羽病 僅病 との関係

単 位 辞

第5 表 b 層位別粗孔愕量（ P F  O ～ 1 ． 5 〕 、

（ ）内 は層位 の 深 さ（ 00 〕

単位 V o l ％

努5 表 c 層位別透 水性

〔 ）内 は層位 の 深 さ（∽；〕

単位 × 1 ロー8 cm ／ s e c

5 表 a ，は桑株の催病形態 を示 した もので、一つ は、病 原菌 が上層・下層の根系 をほぼ一 様に侵 して

いる深 横型 （佐 久 市 〕、 他 の一 つ をも 主 として上 層の根系 が侵 され、 病 原菌 の下層 にお け る分 布 が著 し

く少 ない浅 根迎 （実 麻村 〕 の二つ の塾が 見 られ る。

－ 1 2 叫

地　　 名
地 質

母 材

板

重　 畳

1 層 〔0 ～ 2 0 c7花〕 2 層 〔2 D～ 4 0 m ） 5 層 （4 0～占O cm ）

生　　 根 枯タE根 ■合　　 計 生　 娘 枯死根 合　 計 ・生根 枯死根 合　 計

佐 久 市
岩 村 田

北安卓郡
実 妹 村

火 山灰
沖 積

第三紀層

1 0 占 8

1 7 ろ 1

5 4

1 0 占占

4 5 5

2 9

4 8 7

1 ロ9 5

占占

占2 9

5 9 0

5 7

4 5 ろ．

占占占

0 1 2 5 1 2 5

地　　 名
粗 孔　　　　　　　　　 隙　　　　　　　　　 量

Ⅰ　　　 層 耳　　　　　 層 丑　　　　　 層 Ⅳ　　　　　 層 Ⅴ　　　　　 層

佐 久 市
岩 村 田

5 1．7 〔0～ 1占） 5 2 ．4 〔　 ～5 2） 5 2 ヱ （　 ～ 5 1〕 三5．4 （　 γ9 の 4 5．1 （9 占～　 〕

北安貞 郡
莫 麻 村 5 占．占（ひ｝1 1〕 1 7 1 （　 ～5 0〕 1 7 1 （5 0～　 〕

地　　 名
透　　　　　　　　　 水　　　　　　　　 性

Ⅰ　　　 層 ‡　　　 層 二 耳　　　　　 層 Ⅳ　　　　　 層 Ⅴ　　　　　 層

佐 久 市
岩 村 田

見9 （D～ 1 占） 1 55 （　 ～ 5．2）・1，ロ．占（ －・～ 5 1〕 占．0 （　 ～9 占〕 占4 2 （9 占～　 ）

北安曇郡
莫 麻 村 5．占（0～ 1 1〕 0．5 〔　 ～ 5 0〕・ て．5 （5 0～　 ）



この 程病 形 態 と土韻 の 孔 検 量 お よび透 水性 の 関係 を示 したのが・5 衰 b ・ C で あ る。

深 根塑 圃 場で ほ、 上 層 と下 層 におけ る粗孔 隈量 （ P F O ～ 1・5 ） の差異 はみ とめ られ な い。 ところが‘

浅根塑 の圃場で をも 上層 に比較 して下層の粗孔 隙量 は著 し く少 ない。また、深根塑 の圃場で 机 上 層 と

下層 に お け る透 水 性 の差 異 は僅 少で あ るが、 残 根型 で は その差 が大 き く、 下 層で著 し く低 下 して い るロ

それ故 、 上 記 2 塑 の発 生 と、土 壌 の通 気性 との間 に をま密接 な 関係 が み られ る。

この よ うな土壌 教 生物 の 分布 と、 土 壌 の物理 性 との関係 紅 つ いて は、 今 後 も広 範囲 に研 究 しな けれ ば

な らな い問題 で あ ろ う。

また、 さ らに すすん で 軋 薬 剤 に よ る本病 の 防除効 果 と土損 の物理 性 との関係 を究 明 す るこ と も将来

に残 され た 問題 であ ろ う。

Ⅳ む す ぴ

ゎ れ われ の敬 う土掛 ま、 桑 とい う、 た だ一 種 の作物 を栽 培 す る土壌 に限 定 され て い る。 したが って、

桑 の生 理 や、 生 産性 と切 りは な して 土 壌 を研 究 した の で は意 味 をな さな い ロ著 者 が取 扱 った問 題 も、 す

べてそ こか ら出発 してお り、 また、他方 では、著者の力不足、経験不足 も相伴 って、 土壌 物理 の問題点

につ いて特 徴 的 な もの を捉 え、 深 く掘 り下 げ るとい うこ とが で きなか った 0 その点 、 土壌 物 理 を専 攻 さ

れ て い る方 々か ら見れば、 甚 だ物 足 りな い もの に終 った こ とと思 うロ

最 後 虹 こ うした勉 強 の 機 会 を 与え て 下 さ った方 々、 また原稿 の 初 校 閲 を いただ いた方 々 に厚 く御礼

申上 げま す。
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